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三条連区地域づくり協議会だより

三条連区地域づくり協議会は、
地域の安心・安全、福祉、文化教養・

学習、体育レクリエーションなど

の活動を通じて、地域のふれあい

と絆を深め、住みよい魅力ある地

域づくりを応援します。

あけましておめでとうございます
本年もよろしくお願いいたします。

2022.1.1

三条連区地域づくり協議会だより

第42回 市民体育祭

　 ３月　３日 (木) 尾西第一中学校卒業式 尾西第一中学校  尾西第一中学校

　 ３月１８日 (金) 三条小学校卒業式 三条小学校  三条小学校　　

開催日 行事 会場 主催

行事予定３月の

　篭屋町内の
バス通り（起街

道）で南北へ

接続する道路
の側溝がひど

く劣化していま

す。 割れた部
分で、 高齢者

がつまずくと心

配です。 段差
で車がゴットン

と揺れます。

　篭屋ブロック
が一宮市と話

し合い、 ８か

所が2022年
1月から順次改

修されます。

整備がきまって
やっと安心です

。

　新型コロナで各町内参加の防災訓練を２年続きで中止しました。今回
は災害時に町会長の皆さんが、町内のリーダーとしてどう活動したらい
いのかなど、自主防災活動に必要な基礎知識を学ぶ場として、ＤＶＤ

「地震に備えて 我が家の危機管理」「避
難所の開設・運営 その時、皆さんの
力が必要です」を見て防災学習を行い
ました。今回を参考に、今後の防災訓
練に何をどう取り組むのかなどを生か
していきます。

　さわやかな秋晴れの中 「史跡と文化財をテクテク探
訪」 に約 250人が参加。 三条小学校をスタートし、
五城公園～信行寺～殷重寺～大平遺跡～三條神社を巡
る約５キロのコースを、 みんなでゆったりと史跡をめ
ぐりお寺で話をうかがい、 心地よい風を受けながら
歩きました。

　新型コロナで出かけることが少なくなった中、いちのみや市制 100

周年市民チャレンジ事業の助成をチャンスとして、尾西市民会館で三
条映画フェスタ 21（11/23は映画三昧！）を開催しました。「トムとジェ
リー」「ぼくらの７日間戦争」「いのちの停車場」の３本の映画と、上
映前のミニステージで地元の凌花さんのステキな歌、９才から８６才
までフルメンバーによる新開いぶき太鼓の迫力ある演奏や神秘のオー
ロラ映像に、のべ７００名の方が参加し、映画と演奏をゆったりとお
楽しみいただきました。ありがとうございました。

　江戸から明治へ時代が変わり、明治 22 年 (1889年) に市町村制が施行。

「苅安賀新田」「宮新田」「板倉」の３ケ村が合併し「中島郡三条村」が誕

生しました。３つの村が東西に細長く併行していたことから三条（３つの

大きな路の意味）と命名されました。

　尾西地方は江戸時代から木綿織物がおこなわれ、明治 24年(1901年)の

濃尾地震で大打撃。三河のバッタン機と呼ばれる織機で絹綿交織物が発

展。明治 39 年 (1906年)、起町の一部となり「中島郡起町三条」へ。明治

末期から毛織物が中心となり、大正 5 年(1916年) に電力を用いた広幅織

機の導入で急速に発展、大工場が作られ女子従業員を中心に人口が増加。

昭和 30 年 (1955 年) 起町と朝日村が合併し尾西市が誕生「尾西市三条」へ。

平成 17 年 (2005 年) 尾西市と一宮市と木曽川町が合併し「一宮市三条」に。

　米作りから織物へと産業の発展とともに人が集まり、村や町が一緒に

なり、新たな地名に次の時代への希望を託してきました。原点の「苅安

賀新田」の名前は、「三条字苅・三条字安・三条字賀・三条字新・三条字田」

に分かれて今に受け継がれています。

三条ちきょう



　成人講座の最終日は、法衣姿の若い２人（恵信さんと亮さん）の説法？
はボケとツッコミのお笑い。お寺はもともと身近なものと、ユニークな
お坊さん漫才を楽しみました。
　恵信さんがギターを弾き歌う「ハチドリの羽風」。南米エクアドルの
昔話で、森の火事を消すために、小さなハチドリがとっても小さな口ば
しで、水を一滴づつけん命に運んだという話に、今一番大切なことは何
かを考えさせられます。漫才に歌まででてくる。さすが現代のお坊さん、
アッパレ。拍手（パチパチ）。

　10月 14日「ちどり会」の郷土芸能や踊りを楽しみました。去年
は新型コロナで行えず、今年やっと開催できました。「ソーラン節」「恵
比寿舞」「どじょうすくい」「銭太鼓」など、歌ったり笑ったりの楽し
いひと時。マスク姿の恵比須様が躍り出てグータッチ。臨場感たっぷ
りの郷土芸能を楽しみました。まだまだ、みんなで一緒に踊ることは
できませんが、久しぶりの観劇はとても良かったです。

　９月の予定をコロナで延期、会場の音響が故障、急きょ音響の持ち込み
手配でアクシデントが続きましたが、やっと開催でき、堀田さちこさんの
ステキな歌声を、みなさんとゆったりと聞きました。シャンソンのやさし
い歌や、みんなでメダカの学校を手話で一緒にうたったり、ぬくもりのあ
るやさしい歌声に包まれて、心が
とってもほっこりしました。

講座は４回休講しましたが、 何とか最終回を迎えられました。 泰玄会の
多賀先生から、 「コロナ禍における感染予防のポイン卜」 として、 いまだ
に心配な高齢者の結核感染の診療経験から、 新型コロナウイルスは、 飛沫
感染だけでなく空気感染の可能性もあるのでは、 感染予防はダブルマスク
がお奨めという話をうかがいました。
局木先生は、 コロナで外出しない動かない中、 加齢により心身が虚弱と

ならないよう 「フレイル予防」 の話と、 ケガをしないよう硬くなった体を
ほぐす 「ス卜レッチ体操」 の指導を受け、
全員でがんばりました。

ヨッ !
まってました

ほっこり にっこり

動かしましょう !手 ・足 ・心

　とっても元気な中内郁子先生のトークに乗って、脇、手首、足首、太
ももをリンパ液が流れるようにと、ゆるマッサージ。イスから立ち上がっ
て、右へ左へ軽くステップ、片足上げたらエイッと前へ蹴り出してみる。
最後は逆深呼吸を繰り返してお腹が少し細くなったでしょうかと、メ
ジャーで測ってみました。ゼラチン、小豆、甘酒など体に良い食べ物の
話もあって、自分の健康を考え実践する楽しい講座でした。
（参加 36名）

OWARAI リンパ＆笑いま笑？
ここに説明が書いてあります

まんぞくまんぞく !

この日、緊急事態宣言が解除され、お天気も良く 53名が参加。羽島
ＩＣ―北陸道―舞鶴若狭自動車道とバスは快走し、最初の見学地の若狭
せいわ箸匠店に到着。店の社長から若狭塗箸の特徴や歴史の説明の後、
箸作り体験です。グラインダーで箸を研磨し自分だけの唯一無二の模様
を刻み、出来栄えに納得。
昼食の後、若狭鯖街道（小浜～京都）で栄えた熊川宿へ。国の重要伝
統的建造物群保存地区約１キロの町並みを、健康づくりを兼ねて歩きな
がら当時に思いを馳せ散策しました。滋賀のメタセコイア並木を回り帰
路に着き、大変有意義で満足した社会見学でした。

観劇 ! カン
ゲキ !

ワッハッハー


